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３
月
９
日
、
森
林
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委

員
会
（
一
般
社
団
法
人
東
京
林
業
土
木
協
会
と

関
東
森
林
管
理
局
東
京
事
務
所
で
構
成
）
主
催

の
「
第
21
回
森
林
（
も
り
）
は
友
達
！
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
都
内
の
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
茨
城
県
、
埼
玉

県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
山
梨
県
、

静
岡
県
に
所
在
す
る
森
林
管
理
署
、
高
尾
森
林

ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
等
が
行
っ
た
森
林
教

室
や
体
験
林
業
等
に
参
加
し
た
小
学
４
～
６
年

生
を
対
象
に
、
体
験
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
、

思
っ
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
を
作
文
に
し
て
も

ら
う
も
の
で
、
森
林
・
林
業
に
対
す
る
理
解
や

関
心
を
よ
り
一
層
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

平
成
９
年
か
ら
毎
年
、
開
催
さ
れ
て
い
て
、

今
年
で
21
回
目
を
迎
え
、
総
参
加
者
数
は
２
万

３
千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
20
小
学
校
、
１
団
体
か
ら
こ
れ
ま

で
で
最
高
の
１
，
８
２
８
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

最
優
秀
賞
の
林
野
庁
長
官
賞
は
、
「
み
ん
な

を
支
え
る
森
」
と
題
し
て
、
学
校
林
活
動
を
通

し
て
、
「
森
林
は
生
き
物
を
支
え
る
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
し
て
生
き
て
い
る
」
こ
と
を

学
び
、
「
森
林
を
守
り
た
い
」
と
実
感
し
た
こ

と
を
自
分
の
言
葉
で
素
直
に
綴
っ
た
甲
府
市
立

里
垣
小
学
校
５
年
生
の
新
澤

詩
さ
ん
が
受
賞

し
ま
し
た
。

こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
次
代
を
担
う
子

供
た
ち
に
体
験
学
習
を
通
じ
、
森
林
・
林
業
の

大
切
な
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

今
月
の
表
紙

高
尾
山
自
然
休
養
林

高
尾
山
（
標
高
５
９
９
ｍ
）
は
、
都
心

（
新
宿
）
か
ら
西
へ
約
40
km
に
位
置
し
、
古

く
か
ら
信
仰
の
山
と
し
て
知
ら
れ
る
霊
山
で

す
。
暖
帯
か
ら
温
帯
に
移
行
す
る
地
帯
に
あ

た
り
、
植
物
や
昆
虫
、
野
鳥
な
ど
の
種
類
が

豊
富
で
す
。
そ
の
美
し
い
自
然
景
観
と
信
仰

の
山
が
注
目
さ
れ
、
昭
和
42
年
に
「
明
治
の

森
高
尾
国
定
公
園
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

林
野
庁
は
、
昭
和
52
年
、
真
言
宗
の
寺
院
で

あ
る
薬
王
院
を
除
き
、
高
尾
山
の
ほ
ぼ
全
域

の
国
有
林
を
「
高
尾
山
自
然
休
養
林
」
に
指

定
し
、
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
関
係
機
関
と
連
携
し
て
整
備
し
て
き
ま
し

た
。ま

た
、
高
尾
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

を
置
き
、
国
有
林
を
活
用
し
た
森
林
環
境
教

育
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
尾
山
北
側
斜
面
に
広
が
る
温
帯
林
は
、

イ
ヌ
ブ
ナ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
が
多
く
、
４

月
か
ら
５
月
に
か
け
て
新
緑
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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